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日鉄エンジニアリングについて

Copyright © 2025 NIPPON STEEL ENGINEERING CO., LTD.注: は日本製鉄株式会社の登録商標です。



日鉄エンジニアリングについて
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日鉄エンジニアリングのバイオエタノール技術

◆ 2005年からバイオエタノール製造技術を開発
◆ 日本初の第二世代バイオエタノール*設備を2024年度に竣工 *非可食の草木、作物の残渣等からのエタノール製造
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原料 実証機、商業機規模 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

食品
廃棄物

400
L/日

みかん
残渣

5,000
L/日

木質系
バイオマス

250
L/日

草本系
バイオマス

300
L/日

実証試験研究開発

商業運転
技術開発
運転試験

技術開発
実証試験

第
二
世
代

第
一
世
代

パイロットプラント
試験研究開発

NEDOバイオマスエネルギー地域システム化実験事業

環境省地球温暖化対策技術開発事業

NEDOセルロース系エタノール革新的生産システム開発

環境省途上国向け低炭素技術イノベーション創出事業（フィリピン）

可食である糖・でんぷん成分が原料

非可食であるセルロース成分が原料

商業化

2024年度に日本初の第二世代バイオエタノール生産設備が竣工
(福島県双葉郡大熊町）



インドへの取り組みとJCM FS

◆ ニーズがあるインドへの第二世代バイオエタノール製造技術の投入を検討
◆ 実現可能性を高めるためJCMスキームの活用を目指し、JCM FSへの取り組みを決定した
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ニーズ
カーボンニュートラル実現へ向け
バイオエタノール増産を国家戦略
として推進中。

課題
現状「第一世代」(食物からの製
造)が主であり、食料確保の観点
からも「第二世代」(非可食の草
木、農作物の残渣等から製造)が
求められている。原材料多様化
(バガスも候補)を目指しているが
技術が確立されていない。

課題・ニーズ解決に向けた仮説
当社開発技術をインドに導入し、第二世代バイ
オエタノールを増産する。JCMプロジェクト化
により第一世代との経済性の差を埋めていく。

第二世代バイオエタノール製造技術の開発に取り組み、
特にバガスを原材料とした製造技術の開発を完了。

事業概要
第二世代バイオエタノール製造
技術を導入し、インドにおける
バイオエタノールの増産を達成
し、燃料の置き換えによる
GHG排出削減を達成する。

エタノール生産バガス
⇒混合量増加（化石燃料代替）

＝GHG削減

需要・消費（石油会社等）製糖会社

生産（石油会社等）

TM

目的

当社製「第二世代バイオエタノール製造技術」によるインドにおけるバイオエタノール生産の活性化を目的として、
バガスを原料としたバイオエタノール生産事業性の確保と、JCM 事業化に向けたGHG 排出削減効果を明らかにする。

FS概要



FS開始時点で設定したアウトプット

⚫ インドにおけるバイオエタノール関連政策・制度動向調査結果
⚫ 原材料（バガス）調達方法の調査結果
⚫ JCM プロジェクト案
⚫ JCM プロジェクト案を踏まえたJCM 方法論ドラフト

（GHG 排出削減量試算含む）
⚫ インドにおけるビジネスモデルと普及計画と政策提言案

FS実施内容サマリー

➢ 期間は2024年10月中旬～2025年1月の3か月強
➢ デリーに拠点を構えるグループ会社であるNSEIとの連携調査
➢ 計３回の渡航調査による

展示会への参加
政府機関および多数の潜在顧客・パートナーとの対話

➢ 方法論構築について日本国内のシンクタンクへ外注
➢ インド現地の市場調査についてインド現地のコンサル会社へ外注

JCM FS実施内容

◆ 事前にある程度あたりをつけた上で網羅的なアウトプットを設定
◆ インド拠点および複数の外注先と連携し、３か月強に渡り調査を実施した
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日鉄エンジニアリング

三菱総合研究所

Nippon Steel

Engineering India

政府機関

製糖会社等

石油会社等

日本 インド

（外注先）

方法論構築・

民間JCM検討支援

（協力先）

日鉄エンジインド子会社

現地情報提供

調査・案件組成検討

現地コンサル会社

（外注先）

現地市場等調査

体制図



JCM FS実施内容（スケジュール）
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2024 2025

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

■JCM実現可能性調査

中間報告会

最終報告会

■JCMプロジェクト化

民間JCMプロジェクト組成orNEDO実証への応募準備

(１) 関連政策・制度の動向分析

(２) 提案技術や事業の実施に関連する相手国の社会経済
環境や市場動向の分析

(３) 事業化およびJCMプロジェクト化に向けた課題と対応
策の検討

(４) GHG排出削減量の算定および排出削減貢献量の検討と
JCM方法論案の作成

(５) 相手国政府関係者への提案技術・製品や事業化計
画、課題や対応策等の共有を通じた事業化にむけた調整

パートナー企業の選定、協議

アウトプットイメージ10月末時点進捗

11月末時点進捗

12月末時点進捗

インドにおけるバイオエタノール関連政策・制度動向調査結果

JCMプロジェクト案、ビジネスモデルと普及計画

JCM方法論ドラフトおよびGHG排出削減量試算

政策提言案

石油会社等とのJCM事業化に向けた検討状況

原材料（バガス）調達方法の調査結果



設定したアウトプットと結果

JCM FS実施結果

◆ JCM FSならではの調査内容も含め網羅的に調査完了
◆ 課題が明確化され、JCMの活用を含む今後の事業化の進め方について示唆を得られた

Copyright © 2025 NIPPON STEEL ENGINEERING CO., LTD.

設定したアウトプット FS結果

インドにおけるバイオエタノール関連
政策・制度動向調査結果

⚫ 政府機関、石油会社等との対話、ヒアリングにより政策、制度動向については調査完了
⚫ 増産方針の下、補助金とオフテイク保証によって推進され開発投資も旺盛であることを確認
⚫ 但しオフテイク価格は決定されておらず、経済性の評価が難しい状況

原材料（バガス）調達方法の調査結果 ⚫ バガスの賦存量、調達先、調達方法のイメージについて調査完了
⚫ バガスを原材料として検討を進めていくことは問題ないと確認

JCM プロジェクト案 ⚫ 複数の潜在顧客／パートナーにJCMスキームを説明し、興味があることを確認
⚫ JCMが締結されていないこと、また現時点でカーボンクレジットの金銭的な評価は確立され
ていないことから経済性向上への寄与については継続検討必要

⚫ JCMスキームを前提としたファイナンスへの期待があることも確認

JCM プロジェクト案を踏まえたJCM 
方法論ドラフト
（GHG 排出削減量試算含む）

⚫作成完了、FS開始時点の仮説(※)に一定の合理性があることを確認
※ガソリンへのバガス由来のバイオエタノール混合量増加により、化石燃料使用量削減、
GHG削減を達成を実現

インドにおけるビジネスモデルと普及
計画と政策提言案

⚫ 方法論を踏まえたJCMプロジェクト前提でのビジネスモデルを整理
⚫ 普及計画はデモプラントからスタートするか、商用機を投入するか、今後潜在顧客と検討
⚫ 政策提言としては、投資を活性化させるためのオフテイク価格の早期決定、カーボンクレ

ジットの金銭価値定量化指標の導入が考えられる



FS実施後の状況

✓ JCMを意識しつつ、FS結果を踏まえより具体的な想定で潜在顧客・パートナーと共に事業化検討中
✓ 昨月インドとの間でJCMが締結されたため、今後よりJCMを前提とした営業活動を実施できる可能性あり
✓ FSで特定した政策面の課題（オフテイク価格が決まっていないこと）は本件特有の課題として依然残っている状況

JCM FSの効果

➢ 政府によるオフィシャルなFSプログラムであるため、潜在顧客・パートナーにアプローチしやすくなる（FS中、FS後共に）
※本件ではFS実施完了を踏まえインド大使館側で新たな潜在顧客を紹介していただき、具体的な検討に進んでいる

➢ JCM FSならではの観点でのFS実施、（専門家の皆様によるFS中のフィードバックを含め）実効性のある方法論案の構築が可能
➢ 社内においてもFS結果を基に対話を組み立てやすくなる

JCM FS対応におけるポイント

➢ 二次募集だったため期間が短く(3か月強)、その期間前提では応募段階でFS実施にあたってある程度の準備が整っている必要あり
（現地調査の協力先との事前連携、外注先の選定およびその内容の整理等は済ませておき、開始と共に動ける状態にしておくべき）

➢ 方法論案策定にあたっては同様の経験や専門的知識が無い限り外注を検討すべき

FS実施後の状況とJCM FS対応上のポイント

◆ FSを実施した結果として事業化検討はより前進している
◆ FSに対応する場合は事前準備が重要
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